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調査の概要

調査地域 鹿児島市全域

調査対象 歳以上の男女 人

抽出方法 鹿児島市住民基本台帳から無作為抽出

調査期間 平成 年９月４日（金）～平成 年９月 日（金）

調査方法 調査票による本人記入方式（郵送配布・郵送回収による郵送調査法）

回収数（率） （ ％）

 集計結果は百分率で算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、百分率の合計が ％にならない

場合があります。

 複数回答の場合は、有効回答者実数より高くなっている場合があります。
 分析コメントにおいては、検定により有意差（確率的に偶然とは考えにくく、意味があると考えられる
差）が検出された項目に対してのみ「高い」「低い」「差がある」といった表現を用いています。

性別 年齢

男性

女性

無回答 全体（ ）

代

代

代

代

代

歳以上

無回答 全体（ ）



◎男女平等意識について

■ 様々な分野における男女の地位の平等意識

～ 「社会通念や慣習、しきたりの中で」不平等感が強い ～

様々な分野における男女の地位の平等意識についてみると、全体では「③学校（学校教育）の中で」のみ
で「平等になっている」（ ％）が「不平等な点がある」（ ％）を上回っており、それ以外の項目では
「不平等な点がある」が「平等になっている」を上回っています。特に、「⑦社会通念や慣習、しきたりの
中で」（平等になっている： ％、不平等な点がある： ％）で差が大きくなっています。

様々な分野における男女の地位の平等意識（全体） 全体（ ）

性別にみると、すべての項目において「平等になっている」の割合は男性が女性より高く、「不平等な点
がある」の割合は女性が男性より高くなっています。

様々な分野における男女の地位の平等意識（性別）

①家庭で

②職場で

③学校学校教育 の中で

④地域社会の中で

⑤政治の場で

⑥法律や制度の上で

⑦社会通念や慣習、しきたり

の中で

平等になっている 不平等な点がある どちらともいえない わからない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

家 庭 で

職 場 で

学校 学校教育 の中で

地 域 社 会 の 中 で

政 治 の 場 で

法 律 や 制 度 の 上 で

社会通念や慣習、しきたり

の中で

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

平等になっている 不平等な点がある どちらともいえない わからない 無回答

職 場 で

学校（学校教育）の中

で

地 域 社 会 の 中 で

家 庭 で

政 治 の 場 で

法律や制度の上で

社会通念や慣習、しき

たりの中で

②

③

④

①

⑤

⑥

⑦



■ 男女が平等でない原因

～ 「男女の役割に対する考え方」「社会的な慣行・しきたり」が原因と考える人が多い ～

男女が平等でない原因についてみると、全体では「男女の役割に対する考え方」（ ％）が最も高く、
次いで「社会的な慣行・しきたり」（ ％）となっています。
性別にみると、「男性の理解不足」（女性： ％、男性： ％）と「男性・女性の性別にまつわる偏見」
（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く、「身体的・生理的な差」（女性： ％、男
性： ％）で男性の割合が女性より高くなっています。

男女が平等でない原因（全体・性別）

全体

女性

男性

男 女 の 役 割 に 対 す る 考 え 方

身 体 的 ・ 生 理 的 な 差

男 性 ・ 女 性 の 性 別 に ま つ わ る 偏 見

社 会 的 な 慣 行 ・ し き た り

女 性 の 理 解 不 足

男 性 の 理 解 不 足

法 律 や 制 度

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

複数回答



■ 男女が平等でない原因

～ 「男女の役割に対する考え方」「社会的な慣行・しきたり」が原因と考える人が多い ～

男女が平等でない原因についてみると、全体では「男女の役割に対する考え方」（ ％）が最も高く、
次いで「社会的な慣行・しきたり」（ ％）となっています。
性別にみると、「男性の理解不足」（女性： ％、男性： ％）と「男性・女性の性別にまつわる偏見」
（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く、「身体的・生理的な差」（女性： ％、男
性： ％）で男性の割合が女性より高くなっています。

男女が平等でない原因（全体・性別）

全体

女性

男性

男 女 の 役 割 に 対 す る 考 え 方

身 体 的 ・ 生 理 的 な 差

男 性 ・ 女 性 の 性 別 に ま つ わ る 偏 見

社 会 的 な 慣 行 ・ し き た り

女 性 の 理 解 不 足

男 性 の 理 解 不 足

法 律 や 制 度

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

複数回答

■ 男女が平等になるために重要なこと

～ 女性や男性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念やしきたり、慣習の見直しが必要 ～

男女が平等になるために重要なことについてみると、全体では「女性／男性を取り巻く様々な偏見、固定
的な社会通念やしきたり、慣習の見直し」（ ％）が最も高く、次いで「男性の理解や協力」（ ％）と
なっています。
性別にみると、「女性の経済力の向上」（女性： ％、男性： ％）と「女性の就業、社会参画を支援
する施設やサービスの充実」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く、「女性／男性を
取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念やしきたり、慣習の見直し」（女性： ％、男性： ％）、「女
性の政治・職場・社会活動への積極的な参画」（女性： ％、男性： ％）、「法律や制度面の見直し」
（女性： ％、男性： ％）で男性の割合が女性より高くなっています。

男女が平等になるために重要なこと（全体・性別）

全体

女性

男性

女性／男性を取り巻く様々な偏見、固定的

な社会通念やしきたり、慣習の見直し

法 律 や 制 度 面 の 見 直 し

女 性 の 経 済 力 の 向 上

女性自身の自覚と知識・能力の向上

女性の政治・職場・社会活動への積極的な

参画

企業や政府などの重要な役職への女性の

登用

家庭・学校での男女平等教育の充実

職 場 内 で の 男 女 平 等 処 遇 の 徹 底

男 性 の 理 解 や 協 力

女性の就業、社会参画を支援する施設や

サービスの充実

そ の 他

わ か ら な い

特 に な い

無 回 答

複数回答



◎家庭生活について

■ 性別役割分担に対する考え方

～ 『反対』が『賛成』を上回る ～

「男性は仕事、女性は家庭」という性別役割分担に対する考え方についてみると、全体では『賛成』（「賛
成」＋「どちらかといえば賛成」）が ％、『反対』（「反対」＋「どちらかといえば反対」）が ％とな
っており、『反対』が『賛成』を上回っています。
性別にみると、『賛成』（女性： ％、男性： ％）の割合は男性が女性より高く、『反対』（女性： ％、
男性： ％）の割合は女性が男性より高くなっています。

性別役割分担に対する考え方（全体・性別）

■ 日常生活における役割分担の理想と実際

～ 理想は「男女同程度」が多いが、実際に多くを担っているのは女性 ～

日常生活における役割分担についてみると、理想では「生活費を得ること」と「炊事、掃除、洗濯などの
家事」を除いて、「男女同程度」が６割を上回っています。実際では、「生活費を得ること」の「男性が主」、
「子どもの教育方針や進学目標の決定」の「男女同程度」を除いて、「女性が主」の割合が高くなっていま
す。

日常生活における役割分担の理想と実際（全体） 全体（ ）

全体

女性

男性

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

全 体

女 性

男 性

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

女性が主 男性が主 男女同程度 その他の人 誰もしていない わからない 無回答

生 活 費 を 得 る こ と

炊事、掃除、洗濯など

の家事

育児や子供のしつけ

子どもの教育方針や進

学目標の決定

Ｐ Ｔ Ａ へ の 参 加

家 族 の 介 護

町内会や自治会などへ

の参加



◎家庭生活について

■ 性別役割分担に対する考え方

～ 『反対』が『賛成』を上回る ～

「男性は仕事、女性は家庭」という性別役割分担に対する考え方についてみると、全体では『賛成』（「賛
成」＋「どちらかといえば賛成」）が ％、『反対』（「反対」＋「どちらかといえば反対」）が ％とな
っており、『反対』が『賛成』を上回っています。
性別にみると、『賛成』（女性： ％、男性： ％）の割合は男性が女性より高く、『反対』（女性： ％、
男性： ％）の割合は女性が男性より高くなっています。

性別役割分担に対する考え方（全体・性別）

■ 日常生活における役割分担の理想と実際

～ 理想は「男女同程度」が多いが、実際に多くを担っているのは女性 ～

日常生活における役割分担についてみると、理想では「生活費を得ること」と「炊事、掃除、洗濯などの
家事」を除いて、「男女同程度」が６割を上回っています。実際では、「生活費を得ること」の「男性が主」、
「子どもの教育方針や進学目標の決定」の「男女同程度」を除いて、「女性が主」の割合が高くなっていま
す。

日常生活における役割分担の理想と実際（全体） 全体（ ）

全体

女性

男性

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

全 体

女 性

男 性

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

理想

実際

女性が主 男性が主 男女同程度 その他の人 誰もしていない わからない 無回答

生 活 費 を 得 る こ と

炊事、掃除、洗濯など

の家事

育児や子供のしつけ

子どもの教育方針や進

学目標の決定

Ｐ Ｔ Ａ へ の 参 加

家 族 の 介 護

町内会や自治会などへ

の参加

■ 家庭で高齢者介護を女性が多く担っていることに対する考え

～ 男性も分担すべきと考える人が５割 ～

家庭で高齢者介護を女性が多く担っていることに対する考えについてみると、全体では「夫や息子など男
性も分担すべきである」（ ％）が最も高く、次いで「現状ではやむをえない」（ ％）となっています。
性別にみると、「夫や息子など男性も分担すべきである」（女性： ％、男性： ％）の割合は女性が
男性より高く、「現状ではやむをえない」（女性： ％、男性： ％）の割合は男性が女性より高くなっ
ています。

家庭で高齢者介護を女性が多く担っていることに対する考え（全体・性別）

■ 「仕事」「家庭生活」「地域・個人生活」の関わり方の希望と現実

～ 仕事と家庭生活をともに優先したいが、現実では女性は「家庭生活」、男性は「仕事」を優先 ～

「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人生活」の優先度の希望と現実についてみると、全体では「「仕事」を
優先」の割合は希望（ ％）に対して現実（ ％）が高くなっています。一方、「「仕事」と「家庭生活」
をともに優先」（希望： ％、現実： ％）、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに
優先」（希望： ％、現実： ％）では希望に対して現実は低くなっています。
性別にみると、「「家庭生活」を優先」については、女性は希望（ ％）より現実（ ％）が高く、男
性は希望（ ％）より現実（ ％）が低くなっています。

「仕事」「家庭生活」「地域・個人生活」の関わり方（希望と現実）（全体・性別）

全体

女性

男性

当然だと思う 現状ではやむをえない
夫や息子など男性も分担すべきである その他
わからない 無回答

全 体

女 性

男 性

希望

現実

希望

現実

希望

現実

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先 わからない

無回答

全体

女性

男性



◎社会活動・地域活動について

■ 社会活動・地域活動への参加状況

～ 全体の４割は参加していない。最も参加が多いのは「町内会・自治会の活動」 ～

社会活動・地域活動への参加状況についてみると、全体では「特にない」（ ％）が最も高く、次いで
「町内会・自治会の活動」（ ％）、「レクリエーションや趣味、スポーツなどのサークル活動」（ ％）
となっています。
性別にみると、「町内会・自治会の活動」（女性： ％、男性： ％）、「ＰＴＡや子ども会などの青少
年育成活動」（女性： ％、男性： ％）、「市民講座、教養講座などの講座受講」（女性： ％、男性：
％）で女性の割合が男性より高く、「特にない」（女性： ％、男性： ％）、「政治活動、労働運動」

（女性： ％、男性： ％）で男性の割合が女性より高くなっています。

社会活動・地域活動への参加状況（全体・性別）

全体

女性

男性

町 内 会 ・ 自 治 会 の 活 動

女性団体や老人クラブなどの団体活動

ＰＴＡや子ども会などの青少年育成活動

レクリエーションや趣味、スポーツなどのサー

クル活動

市民講座、教養講座などの講座受講

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

消 費 者 活 動 、 住 民 活 動

政 治 活 動 、 労 働 運 動

職 場 や 学 校 の グ ル ー プ 活 動

そ の 他

特 に な い

無 回 答

複数回答



◎社会活動・地域活動について

■ 社会活動・地域活動への参加状況

～ 全体の４割は参加していない。最も参加が多いのは「町内会・自治会の活動」 ～

社会活動・地域活動への参加状況についてみると、全体では「特にない」（ ％）が最も高く、次いで
「町内会・自治会の活動」（ ％）、「レクリエーションや趣味、スポーツなどのサークル活動」（ ％）
となっています。
性別にみると、「町内会・自治会の活動」（女性： ％、男性： ％）、「ＰＴＡや子ども会などの青少
年育成活動」（女性： ％、男性： ％）、「市民講座、教養講座などの講座受講」（女性： ％、男性：
％）で女性の割合が男性より高く、「特にない」（女性： ％、男性： ％）、「政治活動、労働運動」

（女性： ％、男性： ％）で男性の割合が女性より高くなっています。

社会活動・地域活動への参加状況（全体・性別）

全体

女性

男性

町 内 会 ・ 自 治 会 の 活 動

女性団体や老人クラブなどの団体活動

ＰＴＡや子ども会などの青少年育成活動

レクリエーションや趣味、スポーツなどのサー

クル活動

市民講座、教養講座などの講座受講

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

消 費 者 活 動 、 住 民 活 動

政 治 活 動 、 労 働 運 動

職 場 や 学 校 の グ ル ー プ 活 動

そ の 他

特 に な い

無 回 答

複数回答

◎就労について

■ （結婚、子育てを踏まえた）女性の仕事に対する考え

～ 女性が仕事を続けることには８割の人が肯定的 ～

女性の仕事に対する考えについてみると、全体では理想、現実ともに「子育ての時期に一時的にやめて、
その後はパートタイムで仕事を続ける」（理想： ％、現実： ％）が最も高くなっています。一方、
「結婚や出産後も、ずっと仕事は続ける」（理想： ％、現実： ％）、「子育ての時期に一時的にやめ
て、その後はフルタイムで仕事を続ける」（理想： ％、現実： ％）の割合は現実が理想より低くなっ
ています。

女性の仕事に対する考え（全体・性別）

■ 現実の働き方で「仕事を（一時的に）やめる」「仕事はもたない」を選んだ理由

～ 「仕事と家事・育児の両立は大変」「家事・育児に専念したい」が多い ～

現実の働き方で「仕事を（一時的に）やめる」「仕事はもたない」を選んだ理由をみると、全体では「仕
事と家事・育児の両立は大変だから」（ ％）が最も高く、次いで「家事・育児に専念したいから」（ ％）
となっています。
性別にみると、「職場の慣行や雰囲気で仕事を続けることはできないから」（女性： ％、男性： ％）、
「夫や家族の理解が得られないから」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く、「仕事と
家事・育児の両立は大変だから」（女性： ％、男性： ％）で男性の割合が女性より高くなっていま
す。

現実の働き方で「仕事を（一時的に）やめる」「仕事はもたない」を選んだ理由（全体・性別）

理想

現実

理想

現実

理想

現実

結婚や出産後も、ずっと仕事は続ける 子育ての時期に一時的にやめて、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける 子どもができたら仕事はやめる

結婚したら仕事はやめる 仕事はもたない

わからない

全体

女性

男性

全体

女性

男性

家 事 ・ 育 児 に 専 念 し た い か ら

保 育 施 設 等 が 充 実 し て い な い か ら

夫 や 家 族 の 理 解 が 得 ら れ な い か ら

職場の慣行や雰囲気で仕事を続けることは

できないから

仕事と家事・育児の両立は大変だから

そ の 他

複数回答



■ 社会全体としての女性の働きやすさに対する考え

～ 『働きやすい』と『働きにくい』がほぼ同じ割合 ～

社会全体としての女性の働きやすさに対する考えについてみると、全体では『働きやすい』（「働きやすい」
＋「ある程度働きやすい」）が ％、『働きにくい』（「働きにくい」＋「あまり働きやすいとはいえない」）
が ％で、ほぼ同じ割合となっています。
性別にみると、女性は『働きにくい』（ ％）が『働きやすい』（ ％）より高くなっていますが、男
性は『働きやすい』（ ％）が『働きにくい』（ ％）より高くなっています。

社会全体としての女性の働きやすさに対する考え（全体・性別）

■ 女性が働きにくいと思う理由

～ 「労働条件・環境が整っていない」「育児施設・サービスが十分でない」との回答が多い ～

女性が働きにくいと思う理由についてみると、全体では「女性が働きやすい労働条件・環境が整っていな
い」（ ％）の割合が最も高く、次いで「育児施設・サービスが十分でない」（ ％）となっています。
性別にみると、「家族の理解、協力が得にくい」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より
高くなっています。

女性が働きにくいと思う理由（全体・性別）

全体

女性

男性

働きやすい ある程度働きやすい あまり働きやすいとはいえない
働きにくい わからない 無回答

全 体

女 性

男 性

全体

女性

男性

女性が働きやすい労働条件・環境が整ってい

ない

能 力 発 揮 の 場 が 少 な い

働 く 場 が 限 ら れ て い る

育 児 施 設 ・ サ ー ビ ス が 十 分 で な い

昇進・教育訓練などで男女に差がある

結 婚 ・ 出 産 退 職 の 慣 行 が あ る

男性は仕事、女性は家庭という社会通念があ

る

家 族 の 理 解 、 協 力 が 得 に く い

職場や職場の周りの人々の協力が得られにく

い

セクシュアル・ハラスメントの被害にあうことが

ある

そ の 他

無 回 答

複数回答



■ 社会全体としての女性の働きやすさに対する考え

～ 『働きやすい』と『働きにくい』がほぼ同じ割合 ～

社会全体としての女性の働きやすさに対する考えについてみると、全体では『働きやすい』（「働きやすい」
＋「ある程度働きやすい」）が ％、『働きにくい』（「働きにくい」＋「あまり働きやすいとはいえない」）
が ％で、ほぼ同じ割合となっています。
性別にみると、女性は『働きにくい』（ ％）が『働きやすい』（ ％）より高くなっていますが、男
性は『働きやすい』（ ％）が『働きにくい』（ ％）より高くなっています。

社会全体としての女性の働きやすさに対する考え（全体・性別）

■ 女性が働きにくいと思う理由

～ 「労働条件・環境が整っていない」「育児施設・サービスが十分でない」との回答が多い ～

女性が働きにくいと思う理由についてみると、全体では「女性が働きやすい労働条件・環境が整っていな
い」（ ％）の割合が最も高く、次いで「育児施設・サービスが十分でない」（ ％）となっています。
性別にみると、「家族の理解、協力が得にくい」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より
高くなっています。

女性が働きにくいと思う理由（全体・性別）

全体

女性

男性

働きやすい ある程度働きやすい あまり働きやすいとはいえない
働きにくい わからない 無回答

全 体

女 性

男 性

全体

女性

男性

女性が働きやすい労働条件・環境が整ってい

ない

能 力 発 揮 の 場 が 少 な い

働 く 場 が 限 ら れ て い る

育 児 施 設 ・ サ ー ビ ス が 十 分 で な い

昇進・教育訓練などで男女に差がある

結 婚 ・ 出 産 退 職 の 慣 行 が あ る

男性は仕事、女性は家庭という社会通念があ

る

家 族 の 理 解 、 協 力 が 得 に く い

職場や職場の周りの人々の協力が得られにく

い

セクシュアル・ハラスメントの被害にあうことが

ある

そ の 他

無 回 答

複数回答

◎教育について

■ 子どもの育て方についての考え

～ 「性別にかかわりなく子どもの個性を重視して育てる方が良い」と考える人は８割 ～

子どもの育て方についての考えについてみると、全体、男女ともに「性別にかかわりなく子どもの個性を
重視して育てる方が良い」が８割を超えています。

子どもの育て方についての考え（全体・性別）

◎女性の政策参画について

■ 方針・政策を決める際の女性の意見の反映度

～ 職場・地域社会で意見の反映度が高く、政治の場では低い ～

方針・政策を決める際の女性の意見の反映度についてみると、「③市政・県政の場で」「④国政の場で」に
おいて『反映されていない』（「あまり反映されていない」＋「全く反映されていない」）と答えた人の割合
が『反映されている』（「十分に反映されている」＋「ある程度反映されている」）を上回っています。

方針・政策を決める際の女性の意見の反映度（全体） 全体（ ）

全体

女性

男性

男の子だから、女の子だからということを

重視して育てる方がよい

性別にかかわりなく子どもの個性を

重視して育てる方がよい

どちらともいえない その他 無回答

全 体

女 性

男 性

①職場で

②地域社会で

③市政・県政の場で

④国政の場で

十分に反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない

全く反映されていない どちらともいえない わからない

無回答

①

②

③

④

職 場 で

地 域 社 会 で

市 政 ・ 県 政 の 場 で

国 政 の 場 で



■ 政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由

～ 「男性中心の組織運営」と６割が回答 ～

政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由についてみると、全体では「男性中心の組織運
営」（ ％）の割合が最も高く、次いで「家庭・地域・職場における固定的な性別役割分担、性差別意識」
（ ％）となっています。
性別にみると、「家族の理解や協力がない」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く
なっています。

政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由（全体・性別）

◎人権・暴力について

■ ドメスティック・バイオレンス（配偶者等からの暴力）に対する考え方

～ ９割超の人が「どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」と考えている ～

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対する考え方についてみると、『そう思う』（「そう思う」＋「や
やそう思う」）の割合は「②どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」（ ％）が最も高く、次い
で「①ドメスティック・バイオレンスは人権を侵害する行為である」（ ％）となっています。
一方、「③暴力をふるわれる方にも問題がある」という考え方には約５割（ ％）の人が『そう思う』
と答えています。

ドメスティック・バイオレンスに対する考え方（全体） 全体（ ）

全体

女性

男性

家庭・地域・職場における固定的な性別役

割分担、性差別意識

男 性 中 心 の 組 織 運 営

女 性 の 能 力 開 発 の 機 会 が 不 十 分

女性の活動を支援するネットワークの不足

女 性 が 積 極 的 で な い

家 族 の 理 解 や 協 力 が な い

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

複数回答

①ドメスティック・バイオレンスは人権を

侵害する行為である

②どんな理由があっても暴力はふるうべ

きではない

③暴力をふるわれる方にも問題がある

④暴力をふるう相手と別れたいのであ

れば、いつでも別れられると思う

⑤暴力は個人的な問題ではなく、社会

的に対策が必要な問題だ

⑥夫婦間の暴力であっても、求めに応じ

て警察や行政の相談機関が積極的…

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

ドメスティック・バイオレンスは人権を侵

害する行為である

どんな理由があっても暴力はふるうべき

ではない

暴力をふるわれる方にも問題がある

暴力をふるう相手と別れたいのであ

れば、いつでも別れられると思う

暴力は個人的な問題ではなく、社会

的に対策が必要な問題だ

夫婦間の暴力であっても、求めに応じて

警察や行政の相談機関が積極的に関

わるべきである



■ 政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由

～ 「男性中心の組織運営」と６割が回答 ～

政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由についてみると、全体では「男性中心の組織運
営」（ ％）の割合が最も高く、次いで「家庭・地域・職場における固定的な性別役割分担、性差別意識」
（ ％）となっています。
性別にみると、「家族の理解や協力がない」（女性： ％、男性： ％）で女性の割合が男性より高く
なっています。

政策の企画や方針決定の過程に女性が進出していない理由（全体・性別）

◎人権・暴力について

■ ドメスティック・バイオレンス（配偶者等からの暴力）に対する考え方

～ ９割超の人が「どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」と考えている ～

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に対する考え方についてみると、『そう思う』（「そう思う」＋「や
やそう思う」）の割合は「②どんな理由があっても暴力はふるうべきではない」（ ％）が最も高く、次い
で「①ドメスティック・バイオレンスは人権を侵害する行為である」（ ％）となっています。
一方、「③暴力をふるわれる方にも問題がある」という考え方には約５割（ ％）の人が『そう思う』
と答えています。

ドメスティック・バイオレンスに対する考え方（全体） 全体（ ）

全体

女性

男性

家庭・地域・職場における固定的な性別役

割分担、性差別意識

男 性 中 心 の 組 織 運 営

女 性 の 能 力 開 発 の 機 会 が 不 十 分

女性の活動を支援するネットワークの不足

女 性 が 積 極 的 で な い

家 族 の 理 解 や 協 力 が な い

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

複数回答

①ドメスティック・バイオレンスは人権を

侵害する行為である

②どんな理由があっても暴力はふるうべ

きではない

③暴力をふるわれる方にも問題がある

④暴力をふるう相手と別れたいのであ

れば、いつでも別れられると思う

⑤暴力は個人的な問題ではなく、社会

的に対策が必要な問題だ

⑥夫婦間の暴力であっても、求めに応じ

て警察や行政の相談機関が積極的…

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

ドメスティック・バイオレンスは人権を侵

害する行為である

どんな理由があっても暴力はふるうべき

ではない

暴力をふるわれる方にも問題がある

暴力をふるう相手と別れたいのであ

れば、いつでも別れられると思う

暴力は個人的な問題ではなく、社会

的に対策が必要な問題だ

夫婦間の暴力であっても、求めに応じて

警察や行政の相談機関が積極的に関

わるべきである

■ 配偶者等からのＤＶの被害経験の有無

～ 何らかの被害経験が『あった』と答えたのは、女性の４人に１人、男性の７人に１人 ～

配偶者等からのＤＶの被害経験の有無についてみると、何らかの被害経験が『あった』（「１・２度あった」
＋「何度もあった」）と答えた割合は女性が ％、男性が ％となっています。暴力の種類別にみると
「①身体的暴力」（女性： ％、男性： ％）の割合が高く、いずれの種類の暴力についても、女性の
方が被害経験者の割合が高くなっています。

配偶者等からのＤＶの被害経験の有無（暴力の種類別・性別）

■ 歳代から 歳代における交際相手からのＤＶの被害経験の有無

～ 何らかの被害経験が『あった』と答えたのは、女性の６人に１人 ～

歳代から 歳代における交際相手からのＤＶの被害経験の有無についてみると、何らかの被害経験が
『あった』と答えた割合は女性が ％、男性が ％となっています。暴力の種類別にみると、女性では
いずれも９％台で大きな差はみられません。いずれの種類の暴力についても、女性の方が被害経験者の割合
が高くなっています。

歳代から 歳代における交際相手からのＤＶの被害経験の有無（暴力の種類別・性別）

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

まったくない ・ 度あった 何度もあった 無回答

①～③の

いずれかの暴力

② 精 神 的 暴 力

③ 性 的 暴 力

① 身 体 的 暴 力

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

まったくない ・ 度あった 何度もあった 無回答

①～③の

いずれかの暴力

② 精 神 的 暴 力

③ 性 的 暴 力

① 身 体 的 暴 力



◎男女共同参画に関する用語について

■ 用語の認知度

男女共同参画に関する用語については、「③男女雇用機会均等法」「⑤育児・介護休業法」「④配偶者から
の暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」の認知度が特に高くなっています。

用語の認知度（全体） 全体（ ）

①男女共同参画社会基本法

②女子差別撤廃条約

③男女雇用機会均等法

④配偶者からの暴力の防止および被害者

の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

⑤育児・介護休業法

⑥ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

⑦ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）

⑧エンパワーメント

⑨リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

⑩ワーク・ライフ・バランス

⑪ダイバーシティ

⑫鹿児島市男女共同参画計画

⑬男女共同参画都市かごしま宣言

⑭鹿児島市男女共同参画条例

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

男 女 共 同 参 画 社 会 基 本 法

女 子 差 別 撤 廃 条 約

男 女 雇 用 機 会 均 等 法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護等に関する法律 防止法

育 児 ・ 介 護 休 業 法

ポジティブ・アクション（積極的改善措置

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別

エ ン パ ワ ー メ ン ト

リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ・ ヘ ル ス ／ ラ イ ツ

（ 性 と 生 殖 に 関 す る 健 康 と 権 利

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

ダ イ バ ー シ テ ィ

鹿 児 島 市 男 女 共 同 参 画 計 画

男 女 共 同 参 画 都 市 か ご し ま 宣 言

鹿 児 島 市 男 女 共 同 参 画 条 例



◎男女共同参画に関する用語について

■ 用語の認知度

男女共同参画に関する用語については、「③男女雇用機会均等法」「⑤育児・介護休業法」「④配偶者から
の暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）」の認知度が特に高くなっています。

用語の認知度（全体） 全体（ ）

①男女共同参画社会基本法

②女子差別撤廃条約

③男女雇用機会均等法

④配偶者からの暴力の防止および被害者

の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）

⑤育児・介護休業法

⑥ポジティブ・アクション

（積極的改善措置）

⑦ジェンダー

（社会的・文化的に形成された性別）

⑧エンパワーメント

⑨リプロダクティブ・ヘルス／ライツ

（性と生殖に関する健康と権利）

⑩ワーク・ライフ・バランス

⑪ダイバーシティ

⑫鹿児島市男女共同参画計画

⑬男女共同参画都市かごしま宣言

⑭鹿児島市男女共同参画条例

言葉も内容も知っている 言葉だけは知っている 言葉も内容も知らない 無回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

男 女 共 同 参 画 社 会 基 本 法

女 子 差 別 撤 廃 条 約

男 女 雇 用 機 会 均 等 法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保

護等に関する法律 防止法

育 児 ・ 介 護 休 業 法

ポジティブ・アクション（積極的改善措置

ジェンダー（社会的・文化的に形成された性別

エ ン パ ワ ー メ ン ト

リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ・ ヘ ル ス ／ ラ イ ツ

（ 性 と 生 殖 に 関 す る 健 康 と 権 利

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

ダ イ バ ー シ テ ィ

鹿 児 島 市 男 女 共 同 参 画 計 画

男 女 共 同 参 画 都 市 か ご し ま 宣 言

鹿 児 島 市 男 女 共 同 参 画 条 例

◎行政について

■ 男女共同参画社会形成のために行政が力を入れるべきこと

～ 労働環境の整備や育児サービスの充実、高齢者や障害者に対する福祉政策の充実が望まれている ～

男女共同参画社会形成のために行政が力を入れるべきことについてみると、全体では「男女が共に家庭と
仕事を両立できるような労働環境の整備を行なう」（ ％）の割合が最も高く、次いで「保育所や児童ク
ラブなどの施設や育児サービス、制度の充実を図る」（ ％）、「高齢者や障害者に対する施設・介護支援
などの福祉政策を充実する」（ ％）となっています。

男女共同参画社会形成のために行政が力を入れるべきこと（全体）

全体

法 律 や 制 度 の 面 で の 見 直 し を 行 な う

女性を政策や方針決定の場に積極的に登用する

女 性 団 体 や 女 性 の リ ー ダ ー を 養 成 す る

職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底を行なう

女性の就労の機会を増やしたり、従来女性の就労が少なかっ

た分野などへの女性の進出を促進するための職業教育や訓

練を充実する

男女が共に家庭と仕事を両立できるような労働環境の整備を

行なう

保育所や児童クラブなどの施設や育児サービス、制度の充実

を図る

高齢者や障害者に対する施設・介護支援などの福祉政策を

充実する

学校教育の場で男女の平等と相互の理解や協力についての

学習を充実する

女性や男性の生き方に関する情報提供や交流の場、相談、

教育などのセンターを充実する

各国の女性との交流や情報提供など国際交流を推進する

広報誌やパンフレット等による啓発や、講演会や講座等を充

実する

そ の 他

特 に な い

無 回 答

複数回答




